
八潮市

やしお de まなぶ

八潮市
シティセールスプラン



「やしお de まなぶ」
キャッチコピー

で

　八潮市の魅力を発信するにあたり、シティセー

ルスのメインテーマ「楽しく学ぶ」のイメージを簡

潔に、また分かりやすい言葉で表すため、キャッ

チコピーを「やしお de まなぶ」としました。

八潮市のマスコットキャラクター
ハッピーこまちゃん



　全国的に人口減少社会を迎える中、八潮市は、つくばエクス

プレスの開通による利便性の向上や八潮駅周辺地区の宅地開発

等のまちづくりに伴い、現在も人口の増加が続いております。

　また、東京都心から約 15 キロメートルに位置する交通利便

性の高いまちでありながら、身近に水辺がある自然を感じられる

まちでもあります。

　このような八潮市の魅力を広く発信し、市外からの来訪者を

増やし、市のさらなる魅力の向上とイメージアップを図るため、「八潮市シティセールスプ

ラン」を策定いたしました。

　本プランは、シティセールスの方向性を示すものであり、「八潮市の都市イメージの向

上」と「八潮市の魅力の向上」を基本目標として、平成 29 年度から平成 33 年度までの５

年間を計画期間としています。メインテーマである「楽しく学ぶ」という観点から情報を発

信し、市内外の方々に「八潮市」の魅力を知っていただき、住み続けたい、行ってみたいと

思っていただけるようＰＲを行ってまいります。

　また、キャッチコピーは、「やしお de まなぶ」と定め、ポスターやホームページなどを活

用し、様々な展開により推進してまいります。

　このため、シティセールスは、行政だけではなく市民、団体や企業等の皆様との協働に

より進めていくことが不可欠ですので、ご理解とご協力をお願い申し上げます。

　結びに、本プランの策定にあたり、「八潮市シティセールスプラン策定ワークショップ」に

ご参加いただいた皆様をはじめ、ご協力いただきました関係者の皆様に心からお礼を申し

上げます。

　平成 29 年３月

シティセールスプランの策定にあたって
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はじめに

　全国的に人口減少社会を迎える中、本市の人口は、つくばエクスプレスの開通による利便性の向

上などにより増加を続けています。「八潮市人口ビジョン（平成 27 年度策定）」でも平成 37 年度ま

で人口は増加の見通しを示していますが、平成 38 年度以降は本市においても人口の減少局面を迎

える見込みとなっています。

　人口減少は、生活インフラ（商業施設、公共交通、教育や医療・福祉サービスなど）の衰退などに

より市の活力低下を招くことや市税の減収が懸念されるなど、市全体の活動規模が縮小していくお

それがあります。

　また、「定住等に関するアンケート調査（平成 27 年度実施）」では、都内の住民から、「まちの様子

を知らない」、「あまり良いイメージがない」といった回答も寄せられています。このようなマイナス

イメージが先行すると、来訪者の減少により活力が低下し、さらなるイメージダウンを引き起こす

悪循環につながる可能性があります。そこで、イメージアップの方策として、まちの魅力を市内外へ

効果的に発信する「シティセールス」が求められます。

１ シティセールスの必要性

好循環悪循環

八潮市って
どんなところ
なんだろう？

あまり良い
イメージが
ないな…

市の魅力を
効果的に発信

（シティセールス）

あの有名な
○○は八潮市で
つくられて
いるんだね！

楽しそうな
ところだね。
行ってみよう！

シティセールスとは？
　市のイメージや認知度を向上させ、地域の活性化を図るために、市の様々な魅力を市内
外へ効果的に発信していくこと。
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　本プランは、シティセールスの方向性を示すものであり、本市のまちづくりの指針である「第５次

八潮市総合計画」を上位計画として、平成 37 年度の将来目標人口 10 万人の達成に向けた取組を

示した「八潮市まち・ひと・しごと創生総合戦略」と関連を持たせるものとします。

２ 本プランの位置づけ

● 各計画との関係

住みやすさナンバー１のまち 八潮

八潮市シティセールスプラン

第５次八潮市総合計画

将来
都市像

八潮市まち・ひと・しごと創生総合戦略

将来目標人口
10万人の
達成に向けた取組

関連

上位計画

● 計画の期間

八潮市まち・ひと・しごと
創生総合戦略

八潮市
シティセールスプラン

第５次八潮市総合計画

３ 本プランの計画期間
　「第５次八潮市総合計画」の計画期間は平成 28 年度から令和7年度までとなっており、策定か

ら５年後の令和2 年度に点検、令和3 年度に見直しを行いました。

　また、「八潮市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の計画期間は、平成 27 年度から令和元年

度までの５年間となっていましたが、2年間延長され、さらに第2期の同総合戦略は令和４年度か

ら令和７年度までを計画期間として策定します。

　本プランについては、計画期間を平成 29 年度から令和3年度までの５年間と定め、必要に

応じて見直しを行うこととしていましたが、「第５次八潮市総合計画」の見直しなどに合わせ

て、本プランの一部を見直すとともに、計画期間を令和７年度まで延長します。

Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 Ｈ３０年度 Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

見直し点検

見直し

延長 第２期
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シティセールスに
あたっての現状と課題

▶ 本市は、埼玉県の東南部、都心から北東約 15㎞の位置にあり、中川と綾瀬川に囲まれる形で立

地しています。

▶ 江戸時代には、中川や綾瀬川による水運、「下妻街道」「千住往来」と呼ばれる街道があったことか

ら、人の往来も多く賑わいのあるまちであったといわれています。

▶ かつては江戸の穀倉地帯であり、米や野菜の生産を中心とする純農村として栄えていました。

▶ 昭和 31 年に、八條村・八幡村・潮止村の３村が合併し、八潮村となりました。都心に近い影響も

あり、都市化が急速に進み、昭和 39 年に町制施行、昭和 47 年に市制を施行しました。

▶ 平成 17 年 8 月には、つくばエクスプレス「八潮駅」が開業したことにより、都心へ約 20 分で行

けるアクセスの良さ、商業施設の進出、宅地開発による人口増加など、新たな賑わいを創出して

います。

１ 地勢・成り立ち

東京外環自動車道

首都高速6号
三郷線
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２ 本市の産業

▶ 本市で最も生産額の高い産業は「食料品（製造業）」であり、次いで「サービス業」、「その他の製

造業」、「パルプ・紙」、「不動産」、「金属製品」と続いています。

▶ 産業構成割合では、第２次産業が 61.2% で、県平均の 40.0% に比べて高い割合となっており、

本市の産業の特徴となっています。

① 市内産業の状況（生産額ベース）
● 2010年　生産額（総額）中分類　総額：6,596億円

● 2010年　地域内産業の構成割合（生産額（総額））

食料品（製造業）
サービス業

その他の製造業
パルプ・紙
不動産
金属製品

運輸・通信業
卸売・小売業

建設業
一次金属
一般機械
公務
化学

輸送用機械
金融保険業
電気機械

窯業・土石製品
電気・ガス・水道
石油・石炭製品
農林水産業

八潮市

埼玉県平均

857
677

611
603

560
524

479
438

412
265
260

212
170

116
103
100
90
79

21
13

0 200 400 600 800 1,000
（億円）

0 20 40 60 80 100

資料：地域経済分析システム（RESAS（リーサス））

（％）

２次産業
61.2

２次産業
40.0

３次産業
38.6

３次産業
59.5

１次産業
0.2

１次産業
0.5

２次産業 1次産業3次産業
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シティセールスにあたっての現状と課題

▶ 農業の生産額は他の産業に比べて規模が小さ

くなっていますが、品質の高い野菜を生産す

ることで、消費者に信頼される農産物を提供

しています。

▶ 本市では、八潮産農産物の消費拡大や地産地

消を推進するため、八潮市の「八」にちなみや

しおの八つの野菜（こまつな・枝豆・ねぎ・ほ

うれんそう・トマト・ナス・山東菜・天王寺か

ぶ）を定め、八潮産農産物のブランド化やイメージアップを図っています。

▶ 近年では、農地を活用した体験農園の実施のほか、「農商工連携」や「観光」を視野に、「農業

祭」、「枝豆ヌーヴォー祭」、「枝豆大感謝祭」や「八つの野菜はぴベジ博」などのイベントを開催

しています。

②農業の特徴

▶ 本市は、昭和 35 年に工場誘致条例が施行され、これまで市

外から多くの工場が転入し、多種多様な業種が集積されてき

ました。

▶ 特に、製造業を営む事業所数は 1,470 事業所あり、金属製

品製造業、パルプ・紙・紙加工品製造業、プラスチック製品

製造業などが主たる業種を占め、事業所数は減少しているも

のの、埼玉県内ではその事業所数が第３位、全国では第 54

位の規模を誇り、国内有数の工業都市となっています。

▶ 平成 28 年２月に作成した「八潮市製造業実態調査報告書」

によると、市内で製造業を営む事業所は法人が主体であり、

従業員数 20 名未満の小規模事業所が約８割を占めていま

す。また、製造形態では、下請製造・賃加工が半数近くあり

ますが、自社製品主体の製造業も３割近くあり、更には、自

社ブランド製品や自社の誇れる技術・技能者を保有している

事業所が２割程度を占めています。

自社ブランド製品、自社の誇れる
技術・技能者を保有している事
業所を掲載した小冊子「八潮こだ
わりのモノづくり企業 50社」

③工業の特徴
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▶ 本市の商業は、道路沿線に自然発生的に店舗が形成され、その周辺に個々の店舗が集団化し、

各商店会が組織されてきました。これらの商店会は、市内に点在しているものの、中心核を形成

する「中心市街地」はありませんでした。

▶ このような状況の中、平成 17 年８月、つくばエクスプレス開通を契機として、八潮駅周辺の土地

活用が図られ、現在では、中心市街地として発展的に魅力ある「まち」が形成され、賑わいと活気

が創出されてきています。この中心市街地では、消費者の流入によって買い物人口の増加も期待

できるため、八潮駅周辺の商店・飲食店等は伸張傾向にありますが、一方で、既存の商店・飲食

店等の利用状況は、減少傾向にあります。そのため、各商店会では、地域に根ざした商店会とし

て地域住民との交流やイベント・共同売出しなどの事業を開催し、商店会組織の活性化を図って

います。

▶ また、各個店では、大型店の取組とは異なった店舗の魅力を引き出すため、「特産品・推奨品推進

事業」や「一店逸品推進事業」、市内商店で共通利用できる「さくらカード」の利用促進を図って

います。

④商業の特徴

特産品・推奨品
ガイド

一店逸品店舗カタログ
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シティセールスにあたっての現状と課題

３ 人の動き
①人口の推移

▶ 本市の人口は、つくばエクスプレスが開通した 2005 年を境に大きく増加しており、現在も周辺

地区の市街地開発等の影響により増加を続けています。

▶ 近年、転入数は高い水準で推移していますが、転出数も増加しています。

▶ 出生数は 1995 年以降、700 人台前後でほぼ横ばいの推移となっています。

▶ 今後の本市の人口は、2025 年までは増加し、以降は減少に転じる見込みです。

● 総人口の推移と推計

● 出生・死亡数、転入・転出数の推移

資料：総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数に関する調査」

資料：実績値は国勢調査（2015年は速報値）、推計値は「八潮市人口ビジョン」

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000
（人）

1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015

802

351 360 374 376 400 396 396 445 471 451 445 457 517 541 578 601 631 664 612 605 639

762 812 736 749 741 721 716 725 652 682 701 709 826 764 791 755 780 791 773 826

3,843 3,980 3,923 3,772 3,719
3,486 3,509 3,525 3,324 3,229

3,058
3,318 3,228 3,144 3,197 3,144 3,259

3,722 3,741
3,858

4,232

3,726 3,740 3,579
3,383 3,297 3,232 3,213

3,461 3,297
3,024

3,873

4,406
4,012

4,371
3,736

3,449
4,066 4,215

4,479 4,446
4,743

実績値 推計値

転入 死亡転出 出生

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

10,000

30,000

50,000

70,000

90,000

1960 1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055 2060

（人）

13,307 

21,772

37,323
56,127

62,734
67,635
72,473 75,322

74,954 75,507

82,977
86,717

92,470 95,115 93,414 90,611
87,730

84,442

80,986

77,188 73,039

つくばエクスプレス
八潮駅開業
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②転入・転出の状況

（1） 転入元・転出先別

▶ 転入数は、県内他市町村からが 1,117 人で最も多く、次いで東京都特別区からが 1,091 人、東

京圏外からが 993 人となっています。

▶ 転出数は、県内他市町村が 1,266 人で最も多く、次いで東京都特別区が 849 人、東京圏外が

686 人となっています。

▶ 転入数の合計は 3,810 人、転出数の合計は 3,344 人であり、466 人の転入超過となっています。

● 転入元別転入数・転出先別転出数 （2013年）

資料：八潮市人口ビジョン　
※国内における転入・転出者数

1,117人 1,266人

1,091人

849人
105人

86人

340人

308人

164人

149人

993人686人

県内他市町村

東京都
特別区外

東京都
特別区

神奈川県

千葉県

東京圏外

八潮市
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シティセールスにあたっての現状と課題

（2） 年齢階級別

▶ 本市への転入数は、20 歳代から 30 歳代前半にかけてが特に多くなっています。

▶ 年少人口では、5 歳未満の転入が 200 人を超えていますが、5 ～ 9 歳や 10 ～ 14 歳の転入数

は 100 人未満となっています。

▶ 本市からの転出についても、20 歳代から 30 歳代にかけてが特に多く、さらに、5 歳未満の転出

が目立ちます。

● 年齢階級別転入数 （2013年）
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東京都特別区外
千葉県
神奈川県
東京圏外

● 年齢階級別転出数 （2013年）

資料：八潮市人口ビジョン
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４ 市民・近隣区民の意識
　以下のアンケート調査結果からシティセールスに該当する結果を抜粋し、市民・近隣区民の意識

の結果をまとめました。

● 八潮市の認知度 【定住等調査（特別区）】
具体的にまちの
様子を知っている

13.3％

名前は
知っている
59.2％

知らない
27.5％

回答者数=1,000

● 八潮市を知っている理由 【定住等調査（特別区）】
0 10 20 30 40 50

（%）

その他

現在の通勤・通学先である

過去に実際に住んでいたことがある

過去に通勤・通学していたことがある

遊び・用事等で八潮市を
訪れたことがある

知人から話を聞いたことがある

インターネット・テレビ・
雑誌等で見たことがある

9.7

0.3

0.8

1.1

21.9

23.4

42.8

回答者数＝725

▶ 東京都特別区住民の本市の認知度については、「具体的にまちの様子を知っている」が 13.3%、

「名前は知っている」が 59.2% で、合わせて72.5% が『知っている』と回答しています。一方、「知

らない」は 27.5%となっています。

▶ 本市を知っている人の知った理由については、「インターネット・テレビ・雑誌等で見たことがあ

る」が 42.8% で最も高く、メディアの影響力が強いことがうかがえます。次いで高いのが「知人

から話を聞いたことがある」で 23.4%と、口コミの重要性もうかがえます。

①八潮市の認知度

調査種類 対象・人数 実施時期 回収件数
回収率

[1]
八潮市のまちづ
くりに関する市
民意識調査

八潮市在住の 18 歳以上の市民
3,000 人
（以下、「市民意識調査」）

平成 28年
6月 3日～ 6月 17日

1,069 件
（35.6%）

[2]
八潮市定住等に
関するアンケー
ト調査

Ⅰ
八潮市在住の 18歳以上の市民
3,000 人
（以下、「定住等調査（市内）」）

平成 27年
5月 12日～ 5月 27日

921 件
（30.7%）

Ⅱ
東京都特別区＊在住の 18 歳以
上の 1,000 人
（以下、「定住等調査（特別区）」）

平成 27年
5月 27日～ 6月 1日

1,000 件
（100.0%）

＊ 葛飾区・足立区・荒川区・台東区・千代田区・江戸川区・北区・文京区・墨田区・板橋区・中央区・江東区
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シティセールスにあたっての現状と課題

● 定住意向 【市民意識調査】

ずっと
住み続けたい
22.2％

できれば
住み続けたい
32.4％

できれば
引っ越したい
19.8％

無回答
0.9％

わからない
19.6％

ぜひ
引っ越したい
5.1％

回答者数=1,069

● 八潮市での居住意向 【定住等調査（市内）】

ずっと
住み続けたい
14.3％

できれば
住み続けたい
30.9％

できれば
市外に転居したい
21.5％

無回答
1.0％

わからない
24.3％

市外に
転居したい
7.9％

回答者数=921

● 八潮市での居住意向 【定住等調査（特別区）】
ぜひ住んでみたい
1.0％ 住んでみたい

5.8％

あまり
住みたくない
26.8％わからない

35.4％

住みたくない
31.0％

回答者数=725

▶ 市民意識調査では、『住み続けたい』の回答が 54.6%、『引っ越したい』の回答が 24.9%となって

います。

▶ 定住等調査（市内）では、『住み続けたい』の回答が 45.2%、『転居したい』の回答が 29.4%となっ

ています。

▶ 東京都特別区住民で本市を知っている方の居住意向は、「あまり住みたくない」が 26.8%、「住み

たくない」が 31.0%と、消極的な回答が半数を超える結果となっています。

②市への居住意向
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● 住み続けたい理由 【市民意識調査】
（%）

回答者数=583 0 10 20 30 40 50 60 70

無回答

その他

教育・文化環境が良い

公共施設が整っている

居住環境が整っている

近所との人間関係が良い

働くところがある（近い）

買い物の便が良い

交通の便が良い

通勤・通学の便が良い

住みなれていて愛着を感じる

0.7

6.2

1.0

1.4

9.1

15.6

19.0

20.1

20.6

26.1

56.6

複数回答あり

▶ 住み続けたい理由については、「住みなれていて愛着を感じる」が 56.6% で最も高く、次いで「通

勤・通学の便が良い」が 26.1%、「交通の便が良い」が 20.6%となっています。

③住み続けたい理由

● 引っ越したい理由 【市民意識調査】
（%）

回答者数=267 0 10 20 30 40 50 60 70

無回答

その他

近所との人間関係が悪い

住みなれず愛着を感じない

働くところがない（遠い）

買い物の便が悪い

居住環境が整っていない

通勤・通学の便が悪い

交通の便が悪い

教育・文化環境が悪い

公共施設が整っていない

2.6

27.0

4.5

15.0

17.6

25.5

27.0

28.5

37.1

44.9

48.3

複数回答あり

▶ 引っ越したい理由については、「公共施設が整っていない」が 48.3% で最も高く、次いで「教育・

文化環境が悪い」が 44.9%、「交通の便が悪い」が 37.1%となっています。

④引っ越したい理由
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シティセールスにあたっての現状と課題

● 居住地に求める条件 【定住等調査（市内・特別区）】
（%）

0 10 20 30 40 50 60 70 80

無回答

協働によるまちづくり

文化・芸術を楽しむ機会

趣味・学びの機会

消防・救急

スポーツ・レクリエーションを
楽しむ機会

近隣住民との付き合い

まちのイメージ

まちの景観

交通安全

災害対策

住まいと職場の近接性

学校教育の質

自然環境

住環境（騒音・におい等）

子育て環境

治安

買い物の利便性

交通の便

医療・福祉 39.3
10.4

39.0
74.4

35.7
45.7

35.7
34.4

27.9
11.7

20.0
13.4

18.0
16.2

12.2
2.5

11.1
26.4

10.4
4.8

6.9
2.7

6.5
4.5

6.1
7.2

5.1
4.7

5.0
2.1

4.3
1.3

4.2
3.6

3.3
3.3

2.1
0.3

1.0
0.0

【市内】回答者数=921
【特別区】回答者数=1,000

▶ 居住地に求める条件は、市民及び近隣区民ともに、「交通の便」、「買い物の利便性」、「治安」の３

項目が特に高くなっています。

▶ 市民と近隣区民の結果で差があるものとして、「医療・福祉」が市民で 39.3% であるのに対して、

近隣区民では 10.4%となっている一方、「住まいと職場の近接性」では市民が 11.1% であるの

に対して、近隣区民では 26.4%となっています。

⑤居住地に求める条件（重視するもの３つまで選択）
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● 暮らしの満足度 【定住等調査（市内）】

満足 やや満足 普通 やや不満 不満

（%）
0 20 40 60 80 100

まちのイメージ 

近隣住民との付き合い 

協働によるまちづくり 

まちの景観 

住環境（騒音・におい等） 

災害対策 

治安 

交通安全 

消防・救急 

医療・福祉 

スポーツ・レクリエーション
を楽しむ機会 

趣味・学びの機会 

文化・芸術を楽しむ機会 

学校教育の質 

子育て環境 

買い物の利便性 

住まいと職場の近接性 

交通の便 

自然環境 

7.9

14.7

5.2

10.0

10.0

4.8

6.7

7.0

8.5

7.0

5.8

3.8

2.5

5.3

7.1

23.6

17.3

18.9

15.8

48.5

65.3

66.0

48.3

42.1

60.1

41.2

50.7

64.2

34.7

49.9

50.8

49.4

53.5

44.9

34.9

44.3

29.6

45.0

28.1

9.9

17.5

24.9

23.9

22.7

31.0

24.6

14.8

33.9

27.4

27.4

29.3

26.0

28.2

19.9

14.0

26.3

20.7

1.1

4.6

1.5

1.9

4.4

1.5

2.2

2.2

4.3

2.2

1.4

1.7

1.0

2.1

2.2
10.9 

18.0

10.4

6.3

14.3

5.6

9.8

14.8

19.6

11.0

18.9

15.4

8.2

22.1

15.5

16.3

17.7

13.0

17.6

10.6

6.4

14.8

12.2

▶ 満足度の高い項目は、「住まいと職場の近接性」が 35.3%、「買い物の利便性」が 34.5%、次いで

「交通の便」が 29.3%となっています。

▶ 「不満」「やや不満」と回答した割合が高かった項目は、「医療・福祉」で 56.0%、次いで「治安」が

49.9%、「文化・芸術を楽しむ機会」が 47.0%、「子育て環境」が 45.8%、「趣味・学びの機会」が

43.7%と続いています。「まちのイメージ」についても42.4%が「不満」「やや不満」と回答しています。

⑥暮らしの満足度
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シティセールスにあたっての現状と課題

● 八潮市にあったら訪れたいと思うものや催し 【定住等調査（特別区）】
（%）（%）

回答者数=1,000 0 10 20 30

様々な趣味や教養を
手軽に学べる講座など

貸し農園や農業体験

いろいろな遊具がある公園

観客として楽しめるイベント
（大道芸やライブなど）

特色のあるモノや
品揃えのある商店

特定の趣味に特化した
テーマ性の強いイベント

見学できる工場

伝統的なお祭り

自分も参加できるイベント
（音楽や踊り、フリーマーケット、

スポーツなど）

特産品を利用した
食品や料理の店

スポーツなど自由に遊べる
広 と々した公園

花などの観賞（お花見など）

河川を活用した
水に親しめる環境

新鮮な野菜が買える産直の店

6.8

7.7

11.1

11.3

13.6

14.4

16.1

16.7

17.1

17.4

18.8

20.4

22.8

23.6

▶ 訪れたいと思うものや催しなどについては、「新鮮な野菜が買える産直の店」が 23.6% で最も

高く、次いで「河川を活用した水に親しめる環境」が 22.8%、「花などの観賞（お花見など）」が

20.4%となっています。

⑦訪れたいと思うもの・催し（３つまで選択）



19

● 普段の観光やイベントの情報取得方法 【定住等調査（特別区）】
（%）（%）

回答者数=1,000 10 20 30 40 50 60 70

その他

LINE（ライン）

メールマガジン

ラジオ

携帯・スマートフォンの
ニュースアプリ

特定のホームページ

Facebook（フェイスブック）や
ブログ

Twitter（ツイッター）

観光パンフレット

口コミ（知人との会話・電話など）

本や情報誌

新聞（紙）

テレビ

インターネットの検索

0

1.5

3.5

3.6

3.8

4.2

5.6

7.6

8.8

10.9

20.5

21.2

21.8

56.4

58.7

▶ 東京都特別区住民の方が観光やイベントの情報を入手する手段として、「インターネットの検索」

が 58.7% で最も高く、次いで「テレビ」が 56.4%と半数を超える回答となっています。次いで、

「新聞（紙）」、「本や情報誌」、「口コミ（知人との会話・電話など）」が 2 割以上の回答となってい

ます。

⑧観光やイベント情報の入手先（３つまで選択）
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シティセールスにあたっての現状と課題

５ 本市の特長的な取組
　本市では、平成 3 年に埼玉県下初となる「生涯学習都市宣言」を行って以降、生涯学習によるま

ちづくりを展開するなど、「学び」に関する様々な取組等を積極的に推進しています。

 ＊ 1　生涯学習まちづくり出前講座：市民が主催する催しに、メニューの講師を派遣する制度で、メニューは「きい
てみよう」「体験してみよう」「つくってみよう」「みてみよう」の４つで構成され
ています。

＊ 2　ジョイスタ（土曜勉強会）：児童・生徒が楽しく学びながら学力を向上させることを目的として、補充的な学習
（パワーアップ教室）、特別授業教室、入試対策教室やサマー（ウインター）スクー
ルを開催しています。

＊ 3　八潮こども夢大学：子どもたちの学習に対する興味や関心を喚起させ、知的好奇心や探究心をかき立てるた
め、様々な分野の大学等と連携し、講義、体験学習や施設見学を実施しています。

平成　3年 埼玉県下初となる生涯学習都市宣言

平成　4年 やしおＣＩ導入宣言

平成　6年 生涯学習まちづくり出前講座＊1 スタート（出前講座発祥の地）

平成 15年 やしお市民大学開校　

平成 18年 八潮市小中一貫教育特区認定（～平成 19年）

平成 19年 やしお市民大学大学院開校

平成 21年 健康・スポーツ都市宣言

平成 23年
自治基本条例施行

ジョイスタ（土曜勉強会）＊2 スタート

平成 24年 平和都市宣言

平成 26年 八潮こども夢大学＊3 開校

平成 27年 八潮市教育大綱策定

など
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６ 本市の魅力ある資源
　本プラン策定にあたって、市民と協働によるワークショップの開催や市職員からの意見募集を実

施し、本市の魅力ある資源をたくさん発掘しました。

　例えば、本市を代表する産業である「ものづくり」をはじめとして、小松菜や枝豆などの野菜やお

菓子、カレー、焼そばなど食産業に関するキーワードもたくさんあげられました。

　また、本市は川に囲まれた地形であることから、中川やしおフラワーパークや中川やしお水辺の

楽校、ビオトープなど都心に近いながら緑や自然が残されているところを推す意見もありました。

　さらには、つくばエクスプレスの開通、八潮駅の開業などに伴って、新しい街並みや都心とのアク

セスが容易な立地の良さもセールスポイントとなっています。また、新しい住民が多い地域でも交

流が盛んに行われていることや、地域によっては防災や防犯の備えを地域コミュ二ティで行うなど、

人との交流が活発に行われていることもあげられました。

　学習の面では、やしお生涯楽習館など生涯学習の環境が充実しているほか、小中一貫教育、こど

も夢大学など教育環境が充実しているところがあげられています。また、子どものハンドボールが

盛んです。

　さらに、染め物、獅子舞や街道の存在など、伝統を感じられる資源も多くあげられました。

　このような、たくさんの魅力ある資源を多くの人に知ってもらうために、効果的な情報発信が求

められます。

ものづくり ハッピー
こまちゃん 小松菜 枝豆 野菜（はぴベジ）

カレー お菓子・
スイーツ 八潮焼そば 都心に近い 生涯学習

フラワーパーク 水辺の楽校 ビオトープ 川のあるまち 出前講座

こども夢大学 染め物 良好なコミュ二ティ ＳＮＳの交流 市民大学

獅子舞 市民まつり 夜市 子どもの
ハンドボールが盛ん 小中一貫教育

新しい街並み 花桃まつり 人口増で活気がある 駅前公園 下妻街道

● 本市の魅力ある資源・キーワード（ワークショップ、職員意見募集から抜粋）
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シティセールスにあたっての現状と課題

７ 本市の課題

　本市の認知度は、東京都特別区住民の中でも７割以上の方に知られているなど、比較的高いと

いえます。しかし、市のイメージについてはあまり良いイメージを持たれていないことが定住等調査

（特別区）の結果からうかがえます。

　市のイメージは、定住意向や転入意向、来訪意向にも直結するため、良好なイメージを持っても

らえるよう、効果的な情報発信を行っていく必要があります。

八潮市に良好なイメージを持ってもらう必要がある

　つくばエクスプレスの開通に伴い、人口の流入・流出が多くなっていますが、その多くが 20 歳代

を中心とする若い世代となっています。この世代は、大学進学・就職・結婚・出産やマイホームの

購入など、人生のライフステージにおいて転機を迎える世代です。

　東京都特別区からの転入者が多い一方で、埼玉県内の他自治体等への転出者も多いことから、

こうした世代が、これからの生活の場として本市を選び、ずっと住み続けたくなるような情報を提

供し、イメージを向上させていく必要があります。

若者世代の転入の促進と転出を抑制する必要がある

シティセールスは、既に多くの自治体が取り組んでいます。それぞれの自治体が、自然や買い物

環境、子育て環境などの強みをアピールしている中で、本市も他の自治体とは異なる強みを発信す

ることが必要です。

　本市では、これまでに教育や生涯学習を積極的に進め、市民とともに「学び」のまちづくりに取り

組んできた実績があることから、本市の強みとして、他自治体にはない良さとしてアピールしていく

必要があります。

他自治体にない特長をアピールする必要がある
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　シティセールスに取り組んでいる自治体によっては、インナープロモーション＊として、市民向け

にイメージアップや情報発信を行い、自分たちの住んでいるまちに誇りを持ってもらうことを目標と

しているものもあります。また、情報発信については行政からの一方的な発信だけでなく、市民と

の協働により情報発信を積極的に行っているところもあります。

　本市においては、まちづくりの基本理念として「共生・協働」を掲げており、市民と一体となった

情報発信が不可欠です。そのため、インナープロモーションを強化するとともに市民と行政が情報

を共有し、口コミやＳＮＳなど相乗効果が得られるような情報発信を進める必要があります。

インナープロモーション＊の強化と市民協働で情報を発信していく必
要がある

＊　インナープロモーション：市内に向けてプロモーション活動を行うこと。市への愛着や誇りを醸成することを目
的とする。

やしお駅前公園とつくばエクスプレス
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本プランの取組方針

　本市の魅力を発信するにあたり、本市の特色が分かるメインテーマを設定し、都市ブランドを確

立する必要があります。

　本市では平成 3 年に埼玉県内で最初に「生涯学習都市宣言」を行い、本市の課題を市民と行政

が共に考え、解決していく「生涯学習によるまちづくり」を進めてきました。その結果、生涯にわた

り楽しく学び、豊かな人間性を培うという生涯学習の概念は広く市民に定着するとともに、自らが

習得した知識や技術を活用したボランティア活動や市民活動が展開されることにより、生涯学習の

成果を地域や社会に貢献する動きが浸透するなどの成果が出ています。

　このほか、20 ページの「５ 本市の特長的な取組」で述べたように、「学び」に関する様々な取組等

を積極的に推進してきました。

　また、学校教育だけが「学び」ではなく、生活に必要な情報を得ることも「学び」であり、人が生き

ていくうえで一生にわたって必要なものです。さらに、「学び」は農業・工業・商業等の産業振興を

はじめ、まちづくり全般に及ぶ要素でもあります。

　そこで、本市ではこの「学び」にさらなる磨きをかけ、様々なまちづくりの取組に「学び」の視点

をかけあわせ、市内外の方が本市のことを楽しく学び、本市で楽しく学ぶことができるよう、「楽

しく学ぶ」をメインテーマとして設定します。

１ シティセールスのメインテーマ

資 源

魅 力

施 策

本市の
メインテーマ

「楽しく学ぶ」

「楽しく学ぶ」を
軸とした
まちづくりの
展開

● 本市のシティセールスの考え方
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　メインテーマである「楽しく学ぶ」は、世代を問わず豊かな人生を送るうえで重要なものです。一

方で、より効果的にシティセールスを推進するためには、明確なターゲットを設定する必要があり

ます。そこで、本市のシティセールスにおいては、20歳代から30歳代をメインターゲットとします。

２ メインターゲット

20 歳代から30 歳代をメインターゲットとした理由
● これから結婚や出産を迎えたり、家族を持つことで家を購入したりす
る世代である

● 本市は都内へのアクセスが良く、若い世代の居住地として候補にあが
りやすい

● 現に若い世代の転入は東京都特別区からが多く、プロモーション次第
ではさらなる転入増が見込める

● 一方で、転出が多いのも同じ若い世代であり、本市の人口流出を抑制
するための対策が必要である

● 本市の「楽しく学ぶ」の取組は、子育て世帯に対しても訴求効果が期
待できる
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　本プランでは、「楽しく学ぶ」という観点から情報を発信し、「八潮市の都市イメージの向上」と、

「八潮市の魅力の向上」を基本目標として設定します。

３ 本プランの基本目標

　本市が「楽しく学ぶ」まちとしてのイメージを向上させ、交流人口や定住人口の増加に結びつける

ためには、効果的に情報を発信する必要があります。

　本市では、平成 21 年に「八潮市パブリシティハンドブック」を策定し、情報発信の手段として、

パブリシティ（プレスリリース）・自主媒体・広告・イベントの４つに分類して情報提供を行ってい

ます。

　また、近年はインターネットの普及により、特に 20 歳代から 30 歳代など若い世代を中心にいわ

ゆるＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）の利用率が高まっています。

　このため、本市の有する４つの情報発信の手段を効果的に活用しながら口コミやＳＮＳなど相乗

効果が得られるように情報発信し、本市のイメージを向上させていきます。

八潮市の都市イメージの向上基 本 目 標 1

〔市〕

パブリシティ プレスリリース・市長記者会見等

自主媒体 広報やしお・ホームページ・やしお８４０メール配信サービス・
公式SNS等

広告 新聞広告・テレビCM・ポスター・看板等

イベント 講演・上映・パネルディスカッション等

〔市民〕 市民主体のSNS・ホームページ等

● 情報発信の手段
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　シティセールスのメインテーマである「楽しく学ぶ」を市内外に広め、実感・共感してもらうため

には実際に「楽しく学ぶ」を体験できるコンテンツを提供する体制づくりが必要となります。

　本市は、全国的な観光名所や温泉などの資源に恵まれているとはいえませんが、「楽しく学ぶ」を

メインテーマとすることで、ものづくりのまち、川に囲まれた地形、歴史などの様々な魅力ある資源

等を活かし、新たな視点で PR することができます。

　このため、本市のシティセールスの推進にあたっては、市の魅力に「楽しく学ぶ」を加えたコンテ

ンツを提供することで、市民に市の魅力をより深く知ってもらい、楽しみ親しんでもらうとともに、

市外からの来訪者を増やし、市の魅力を感じてもらうことにより、地域の活性化とさらなる魅力の

向上につなげる好循環の構築を目指します。

八潮市の魅力の向上基 本 目 標 2

　本市のシティセールスを推進するためキャッチコピーを次のように定め、ポスターやホームペー

ジなどに活用し、効果的に情報発信していきます。

４ キャッチコピー

やしお de まなぶ

つくる

× 楽しく
学ぶ

＝ 工場見学、ものづくり体験見学会、農業体験

食べる ＝ 枝豆まつり、はぴベジ博

遊ぶ ＝ 水辺空間を楽しむイベント、駅前公園でのPRイベント

学ぶ ＝ 八潮こども夢大学、歴史資源を用いたイベントの開催

● 「楽しく学ぶ」を軸としたまちづくりの展開イメージ
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施策の展開

　本市においては、これまで様々な方法により情報提供を行っていますが、本市の魅力を確実に伝

えるため、次のような手法によって情報を発信し、イメージの向上を図ります。

　なお、情報媒体の種類によっては情報量が限られることや、ターゲットを絞った発信が難しいな

どの制約がありますが、多様な情報媒体を活用することで、より詳しい情報や趣向に合わせた情報

提供を行うことができます。

　このため、複数の情報媒体を組み合わせた効果的な発信方法をその都度検討し、市内外の方が

より多くの情報に触れることができる機会を創出します。

八潮市の都市イメージの向上1基本
目標

1
　プレスリリース等によりパブリシティ活動を強化し、テレビや新聞等で本市の取組を取り上

げてもらうことで、本市のイメージアップを図ります。

１-１　テレビ・新聞等のマスメディアを活用する

2
２-１　八潮市公式ホームページを充実させる
　公式ホームページは本市の情報発信のメインツールであるため、デザイン、情報検索のしや

すさ、文章の読みやすさに配慮したサイト運営を行います。

　また、シティセールスのメインテーマである「楽しく学ぶ」に関する情報やメインターゲット

に向けた情報について、閲覧者が容易に知りたい情報を得られるよう、特設サイトの構築を行

います。

２-２　公式ＳＮＳを活用した情報を発信する
　旬な情報をリアルタイムで直接市民等に発信できる媒体として、Twitter や Facebook など

のＳＮＳを活用し、随時イベント等の情報を発信するとともに、市民とコミュニケーションを

とる機会として活用します。

また、本市の資源を活かしたイベント等について、動画を活用した情報発信を行います。

パ ブ リ シ テ ィ を 通 じ て 発 信 す る

自 主 媒 体 を 通 じ て 発 信 す る
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　直接市民の手元に情報が配信される「メール配信サービス」は、有効な情報伝達手段である

ことから、市政情報、イベント情報、緊急情報などの発信に活用します。また、情報を発信する

際には、文字数に配慮するとともに、URL のリンクを貼り、さらに充実した内容のサイトに誘

導するなど、見やすさにも配慮します。

２-３　メール配信を活用する

　広報紙は市政の情報を老若男女を問わず幅広く発信する媒体であり、本市の情報を得る手段

として利用率の高い媒体であることから、見やすく、読みやすいレイアウトに配慮し作成します。

　また、「楽しく学ぶ」のイメージや取組が広く市民の間に浸透し、共感を得ながらシティセー

ルスに取り組めるよう、広報紙を通じて「楽しく学ぶ」のコンテンツを紹介するなど、市の魅力

を効果的に発信します。

２-４　広報やしおを充実させる

広報やしお

八潮市公式ホームページ

八潮市公式 Facebook
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3
　「楽しく学ぶ」をメインテーマにしたイベント等の企画を行う際には、シティセールスの要素

を積極的に取り入れます。また、旅行会社や鉄道会社等と連携し、本市の魅力を広範囲に発信

し、集客効果を高めます。

３-１　イベントの機会を活用した情報発信を行う

　イベントのポスターやチラシなど市の出版物の作成にあたっては、「楽しく学ぶ」の視点や市

の魅力を向上させる視点の内容を掲載することで、イメージの定着・向上を図ります。また、

キャッチコピーやキャラクターを活用し、統一感のある情報発信に努めます。さらに、ＱＲコー

ドを表示して情報量の多いホームページを閲覧できるように誘導し、より本市の魅力の発信に

努めます。

３-２　出版物にシティセールスの視点を取り入れる

4
　本市の認知度を高め、かつ魅力をＰＲするため、マスコットキャラクター「ハッピーこまちゃ

ん」の各種情報媒体やイベント等への登場機会を高めます。

４-１　マスコットキャラクターを活用する

　市職員全員が市の広報の担い手であるという自覚を持ち、本市の「楽しく学ぶ」の視点を取

り入れた情報発信やＰＲ活動に積極的に取り組みます。

４-２　市職員全員がシティセールス活動を行う

イ ベ ン ト を 通 じ て 発 信 す る

キ ャ ラ ク タ ー ・ 職 員 を 通 じ て 発 信 す る
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5
　行政とともに本市のＰＲ活動を行うため、本市出身や在住の著名人等をシティセールスの一

助を担うＰＲ大使として任命します。

５-１　ＰＲ大使を任命する

　市民の間では、コミュニティサイトとしてＳＮＳを活用している事例があります。そうした市

民主体で運営するＳＮＳを通じて行政情報を発信してもらえるよう、効果的な情報発信に取り

組みます。

５-２　市民主体で運営するＳＮＳを活用する

市 民 を 通 じ て 発 信 す る

花桃まつり

市民まつり

枝豆大感謝祭

市内一周駅伝大会
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八潮市の魅力の向上2基本
目標

　本市には、既に広く認知されている資源や認知度は低いものの特色のある資源など様々な資源

が存在するため、これらの資源にさらに磨きをかけて広く発信することにより、より本市の魅力を

感じてもらうことが期待できます。

　このため、「楽しく学ぶ」をＰＲするにあたって、これらの資源を活用して楽しく学べるコンテンツ

を提供するとともに重点的に情報発信し、本市の魅力の向上を目指します。

1 「つくる」 × 楽しく学ぶ
本市には数多くの工場があり、高品質な製品も多く製造されています。ものづくりは本市の主

要産業であり、今後の発展も期待される分野であるため、ものづくりの体験や見学を通して「もの

づくりのまち八潮」をＰＲします。

また、市内の優れた製品を「八潮ブランド」として認定し、製品の信頼性や本市の知名度向上

などを図るため、広くＰＲします。

さらに 、本市では小松菜や枝豆など八潮産農産物の消費拡大に努めていることから、農業体

験等を通じて、八潮産農産物をＰＲします。

ものづくり体験（藍染め） 夏野菜旬採り合戦

取組事例
● 工場見学ツアーの実施

● 子どもの職業体験の実施

● ものづくり体験見学会の実施

● 農業体験による野菜づくりの実施

● 八潮ブランド認定事業の実施
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2 「食べる」 × 楽しく学ぶ
本市では、小松菜や枝豆を筆頭に八潮産農産物のブランド化を進めています。

　また、保育所や学校給食においては、地元農産物の活用による食育活動も行われています。

さらに、これらの野菜を使ったおいしいメニューを提供する店舗もあり、「食」を楽しむ環

境が整備されています。本市ならではの「食」を楽しんでもらうことで、「グルメなまち八潮」を

ＰＲします。

枝豆大感謝祭

食育推進事業「ハッピーこまちゃん会」

取組事例
● 特産品、推奨品の認定

● 野菜の生産から食べるところまでを学ぶ食育の実施

● はぴベジ博の実施

● 枝豆まつりの開催

● 「ハッピーこまちゃん会※1」の開催

● 「ハッピーこまちゃんデー※2」の開催

※1．ハッピーこまちゃん会：保育所
と関係団体が連携して小松菜の種植
え、収穫を行います。また、収穫し
た小松菜を給食で提供します。

※2．ハッピーこまちゃんデー：毎月
１回「八」の付く日を「ハッピーこ
まちゃんデー」とし、新鮮な野菜を
給食で提供します。
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3 「遊ぶ」 × 楽しく学ぶ
　本市は川に囲まれており、この環境を活かした自然保護の取組や、水辺に親しむ機会を提供して

います。都会の近くにありながら自然を体験できるまちとして、「川のあるまち八潮」を PRします。

　また、市内の公園は、身近な遊びや憩いの場として活用されているほか、駅前には市の顔と

なるような大きな公園が整備され、様々なイベント等が行われています。駅前という多くの人の

目に触れる場所を情報媒体として活用することで、本市の賑わいを PR します。

カヌー体験
（中川やしお水辺の楽校）

中川やしおフラワーパーク

取組事例
● 水辺空間を楽しむイベントの開催

● 自然学習教室の開催

● 駅前公園で本市を P R するイベントの開催

● 中川やしおフラワーパークや中川やしお水辺の楽校でのイベントの開催

● 四季を感じられる公園の創出
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4 「学ぶ」 × 楽しく学ぶ
　本市は子どもの学力・体力・豊かな心をしっかり身につけてもらうため、小中一貫教育を導入し

ています。学校の教育以外にも自然環境を活かした環境学習や子どものスポーツ活動が活発に行

われているため、「子どもの教育環境の整ったまち八潮」を PRします。

　また、本市には歴史ある建物や文化が遺されており、それらを活用した学習会やイベントの開

催等を通じて、「歴史あるまち八潮」を PRします。

さらに、「やしお子育てほっとステーション」をはじめとする地域の子育て支援施設は、子育て

親子の交流の場として活用されています。また、「にじいろ子育て相談室」や「子育てコーディネ

ーター」などによる子育て支援に関する相談環境が充実していることから「子育てしやすいまち八

潮」をＰＲします。

八潮こども夢大学

ジョイスタ（土曜勉強会）

取組事例
● 大学との包括協定に基づく事業・八潮こども夢大学・八潮こども防災マイ

スタープロジェクトの実施

● ジョイスタ（土曜勉強会）の開催・学習塾など民間事業者との連携事業の実施

● 染め物等の体験教室の実施

● 街道を利用したイベントの開催・市内の歴史的建造物等を巡るツアーの実施

● 妊娠期から学齢期まで切れ目のない質の高い子育て支援サービスの実施
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推進体制

プランの進行管理にあたっては、全体的なシティセールスの進捗を的確に把握しつつ、具

体的な取組内容・目標を示すアクションプランを別途作成し、ＰＤＣＡサイクルの視点による効

果的・効率的な進行管理を行います。

2 プランの進行管理

１ プランの推進体制
シティセールスは、市民、団体や企業等と行政の協働により取り組むことが重要です。そのため、

庁内におけるシティセールスの推進体制を組織するとともに、市民等の参加による外部推進体制の

仕組みについて構築します。

① 庁内推進体制
　本市のシティセールスは「楽しく学ぶ」をキーワードとして幅広い分野での取組を展開する

ことから、全庁的な推進体制を整える必要があります。そのため、庁内関係部署で構成する検

討・推進組織を設置し、庁内が一体となったシティセールスを展開します。

② 庁外推進体制
　シティセールスの取組は行政だけでなく、市民、団体や企業との協働により進めていく必

要があります。そのような市民等の参画の仕組みを構築し、本プランの趣旨に賛同し、共に

活動してくれる市民等が増える取組を展開します。

PLAN DO CHECK ACTION

計画 実践 評価 改善
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花桃まつり

市民まつり

　本プランに基づく取組を推進するとともに、基本目標の達成状況を測るため、次のとおり目標

年次である令和７年度の目標指標を設定します。

3 目標指標の設定

項目 現状値 目標
（令和７年度）

住み続けたい人の割合（市民意識調査） 54.6％ ▶ ８０％

来場者数（市民まつり・夜市・花桃ま
つり・枝豆まつり） 約21.5万人 ▶  25万人
八潮市公式ホームページ年間閲覧数 367,498件 ▶ １ ， ２ ７ ２ ， ０ ０ ０ 件

やしお８４０メール配信サービスの登録
件数 1,896件 ▶ ５,000 件
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資料編

１ 八潮市シティセールスプラン策定体制

２ 八潮市シティセールスプラン策定経過
年月日 実施内容

平成28年
６月22日

第１回八潮市シティセールスプラン策定庁内検討委員会
・シティセールスの基本的な考え方について
・ワークショップメンバーについて
・スケジュールについて

６月24日
経営戦略会議
・八潮市シティセールスプランの策定について

７月13日
第２回八潮市シティセールスプラン策定庁内検討委員会
・シティセールスプランについて

７月20日

第１回八潮市シティセールスプラン策定ワークショップ
・シティセールスプランの概要について
・ワークショップの目的について
・シティセールス資源の洗い出し

● 庁内体制 ● 市民参画

意見
・提
案

庁議・経営戦略会議

市長・副市長・教育長・部長級職員
●シティセールスプランの決定

構成員

八潮市シティセールスプラン
策定庁内検討委員会

副部長級等職員
●シティセールスプランの策定

構成員 パブリックコメント

八潮市シティセールスプラン
策定ワークショップ
公募、関係団体等の推薦者、市職員
●シティセールスの施策についての
意見・提案
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年月日 実施内容

７月26日
第２回八潮市シティセールスプラン策定ワークショップ
・アイデア出しと意見交換

８月２日～８月12日
八潮市シティセールス職員アンケート実施
・提出件数　102件

８月９日
第３回八潮市シティセールスプラン策定ワークショップ
・施策としての取りまとめ
・発表会

８月30日
第３回八潮市シティセールスプラン策定庁内検討委員会
・八潮市シティセールスプランの方向性について
・八潮市シティセールスプラン策定ワークショップ実施報告書について

９月28日
第４回八潮市シティセールスプラン策定庁内検討委員会
・八潮市シティセールスプランの方向性について
・八潮市シティセールス職員アンケート集計結果について

10月24日
第５回八潮市シティセールスプラン策定庁内検討委員会
・八潮市シティセールスプラン（素案）について

11月９日
第６回八潮市シティセールスプラン策定庁内検討委員会
・八潮市シティセールスプラン（素案）について

11月17日
経営戦略会議
・八潮市シティセールスプラン（素案）について

12月20日
第７回八潮市シティセールスプラン策定庁内検討委員会
・八潮市シティセールスプラン（素案）について

12月26日
経営戦略会議
・八潮市シティセールスプラン（素案）について

平成29年
１月５日～２月４日

パブリックコメント実施
・提出者数　３人、意見件数　５件

２月８日
第８回八潮市シティセールスプラン策定庁内検討委員会
・八潮市シティセールスプラン（素案）のパブリックコメント実施結果と対応について

２月16日
経営戦略会議
・八潮市シティセールスプラン（素案）のパブリックコメント実施結果と対応について

３月２日
庁議
・八潮市シティセールスプラン（案）の庁議決定

３月６日
市長決裁
・八潮市シティセールスプラン策定
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３ 八潮市シティセールスプラン策定庁内検討
委員会の設置及び運営に関する要綱

平成２８年６月１０日
市長決裁

　（設置）
第１条　この要綱は、本市のシティセールスプランを策定するため、八潮市シティセールスプラン
策定庁内検討委員会（以下「委員会」という。）を設置し、その運営に関し必要な事項を定めるこ
とを目的とする。
　（所掌事務）
第２条　委員会は、次に掲げる事務を所掌する。
⑴ 八潮市シティセールスプラン（以下この条において「プラン」という。）を策定するために必要な
調査及び検討に関すること。
⑵ プランの素案を作成すること。
⑶ 前各号に掲げるもののほか、プランの策定に係る事項に関すること。
（組織）
第３条　委員会は、八潮市副部長等政策調整会議設置要綱（平成８年３月２９日市長決裁）第２条
第１項各号に掲げる者をもって組織する。
　（委員長及び副委員長）
第４条　委員会に委員長及び副委員長各１人を置く。
２　委員長は、企画財政部秘書広報課を所管する副部長をもって充て、副委員長は、当該副部長が
あらかじめ指名した者とする。
３　委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。
４　副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、その職
務を代理する。
　（会議）
第５条　委員会の会議は、委員長が招集し、委員長は、その議長となる。
２　委員会は、委員の過半数の出席がなければ会議を開くことができない。
３　会議の議事は、出席した委員の過半数でこれを決し、可否同数のときは、委員長の決するとこ
ろによる。
４　委員長は、必要があると認めるときは、委員以外の者を会議に出席させ、説明又は意見を求め
ることができる。
　（庶務）
第６条　委員会の庶務は、企画財政部秘書広報課において処理する。
　　附　則
　この要綱は、市長決裁のあった日から施行する。
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４ 八潮市シティセールスプラン
策定庁内検討委員会　委員名簿

役名 職名 氏名

委員長 企画財政部副部長 菊池　俊充

副委員長 総務部副部長 荒浪　　淳

委員

企画財政部副部長 古庄真理子

企画財政部政策担当主幹 今村　聡志

ふれあい福祉部副部長 津村　哲郎

健康スポーツ部副部長 鈴木　圭介

生活安全部副部長 佐々木千秋

生活安全部副部長 武内　清和

市民活力推進部副部長 水嶋　清和

市民活力推進部参事 小澤　康彦

建設部副部長 荒川　　俊

建設部参事 遠藤　隆之

都市デザイン部副部長 中村　史朗

都市デザイン部副部長 木村　和浩

工事検査課長 晝間　徳浩

会計課長 友部　洋子

水道部副部長 榎本　　薫

水道部副部長 佐藤　義美

水道部参事 大山　　敏

議会事務局次長 藤波　　勲

監査委員事務局主幹 奥村　桂子

教育総務部副部長 横山　俊之

学校教育部副部長 田口　周一
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５ 八潮市シティセールスプラン
策定ワークショップ　参加者名簿

団体等 氏名

さいかつ農業協同組合 遠田　清一

やしお市民大学 西　　康子

八潮市ＰＴＡ連合会 松井　洋昭

八潮市商工会 武藤　吉彦

（一社）八潮市観光協会 山﨑　健之

● 関係団体等

氏名

経塚　雅子

澤田　美季

髙橋　照美

中村　忠裕

若林　清治

● 公募 敬称略（五十音順）

敬称略（五十音順）
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6 事務局名簿

職名 氏名

秘書広報課

主幹 平野　裕子

副主幹 天野　　茂

主事 陣野　恵美

主事 小林　　遊

職名 氏名

人権・男女共同参画課人権・男女共同参画担当副主幹 田中　正子

財政課契約係長 松本　啓介

総務人事課庶務担当副主幹 井上　淳子

社会福祉課保護係主査 三浦　智恵

長寿介護課副課長兼地域包括ケア推進係長 布施由美子

障がい福祉課障がい給付係長 浅見　恵一

国保年金課副課長 河合　景子

危機管理防災課副主幹兼危機管理防災担当リーダー兼地域支援担当リーダー 市川　敦士

市民課戸籍係主任 本田　奈穂

市民協働推進課生涯学習推進担当・自治振興担当主査 坪倉ゆかり

商工観光課副課長兼観光推進係長 山内　　修

都市農業課副課長兼都市農業係長兼農業委員会事務局副主幹 臼倉　孝一

営繕・市営住宅課営繕・市営住宅係長 栗原　　智

区画整理課換地係主査 嶋根　恵司

教育総務課副課長兼庶務係長 関根　宏夫

社会教育課図書館係主査 小松　　希

文化財保護課資料館係長 臼倉　進一

学務課保健給食係長 木村　雅彦

指導課指導係主任指導主事 菅野　敦子

小中一貫教育推進室主任指導主事兼小中一貫教育係長 中山　達也

● 庁内
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7 八潮市シティセールスプラン
策定ワークショップの意見等

　八潮市にある資源とテーマの「楽しく学ぶ」をかけあわせてどんなことができそうかを話し合って

挙げられたプロジェクトとＰＲ戦略です。

■ プロジェクト一覧
●３世代が循環するまちプロジェクト

● 子育てしやすいまちプロジェクト

● 駅前公園にぎわい交流プロジェクト

● 大人の社会科見学

● 心に近い、農業体験

●ＳＮＳで情報発信・交流

● “ 農 ” あるやしお

● （仮）地域楽習熟

● 下妻街道駅伝

● 八潮市水上ライン

■ＰＲ戦略一覧

● インターネットで「八潮」ではなく、キーワード（例えば「工場見学」など）で検索がヒットするよう

な工夫

●ゆるキャラ「ハッピーこまちゃん」やイメージソングを中心としたＰＲ

●駅前公園自体を広報の媒体としてみなす

●ＴＶ、新聞などのメディアの活用

●つくばエクスプレス等と連携した宣伝

● Facebook、Twitter、インスタグラムなどのＳＮＳの活用

●個人のブログの活用

●観光協会・商工会などとの連携

【主な意見】
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